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加藤 情

新い問雪印刷局
T EI，;zJ<;F'司②519Hも

立
す
」
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
。
明
君
主
、
し
か
し
え
P
ほ
事
情
が
一
者
い
た
船
主
が
立
っ
て
い
る
。
私
は
留
一
ぐ
解
示
νな
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

c
t

底
ち
に
平
一
戸
地
区
の
川
船
を
倍
上
ぜ
て
一
変
っ
た
。
そ
れ
は
潤
沼
川
が
今
ま
で
二
一
を
か
け
た
。
「
お
宅
っ
、
き
ょ
う
は
よ
一
は
主
な
町
道
の
舗
装
を
計
胆
し
、
現
に

救
援
に
赴
か
せ
、
私
は
建
設
、
経
済
の
一
級
河
川
で
あ
り
県
の
管
理
で
あ
っ
た
も
一
い
悶
ぎ
だ
ね
」
ず
る
ル
業
」
の
う
ち
の
一
一
や
り
つ
つ
あ
る
。
近
〈
明
神
町
、
砂
町

詞
課
長
を
同
行
、
現
地
へ
急
行
し
た
。
一
の
が
、
C
宇
レ
の
四
月
か
ら
一
級
河
川
一
λ
抗
力
な
く
答
え
た
。
「
今
日
は
紛
が
一
新
町
、
道
祖
神
前
、
坊
主
畑
即
時
の
鈴
装

十
七
戸
の
農
家
は
会
て
陸
地
か
ら
隅
一
に
格
よ
げ
さ
れ
、
建
設
省
の
直
路
と
な
一
出
ら
れ
ね
え
ん
だ
よ
」
と
。
私
は
不
思
一
と
、
松
川
農
道
の
務
備
に
取
P
か
か
る

離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
私
は
船
へ
乗
っ
一
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
識
に
思
っ
た
。
コ
翠
だ
ね
」
「
争
ん
一
予
定
で
あ
る
が
、
臼
常
仲
謡
と
直
結
す

て
水
上
に
点
々
と
浮
ぷ
爆
撃
訪
れ
一
一
環
肪
築
造
と
い
う
よ
う
な
大
事
業
は
一
ば
さ
ん
秒
や
ら
れ
た
#ι
」
近
づ
い
て
み
一
る
い
わ
ゆ
る
生
活
道
路
の
懸
備
は
、
私

軒
一
軒
見
揮
を
述
べ
た
。
食
燈
の
補
給
一
お
そ
ら
く
県
の
財
政
で
も
む
つ
か
し
い
一
る
と
、
突
の
条
船
か
ら
船
へ
と
し
っ
か
一
遠
の
抱
く
夢
で
あ
る
。

一
と
消
震
を
つ
づ
け
て
い
る
う
ち
、
漸
く
一
し
、
市
町
村
の
財
政
で
は
な
お
さ
ら
で
一
り
ロ
l
プ
が
結
ぼ
れ
て
あ
る
。
も
っ
と
一
防
音
工
事
は
一
中
の
第
一
一
期
工
事
が

一
水
を
引
い
た
が
、
大
震
池
区
、
松
川
地
一
あ
る
。
と
こ
ろ
が
九
月
十
九
日
幸
い
に
一
も
乙
の
日
は
局
部
的
で
他
の
地
区
は
何
一
い
よ
い
よ
は
じ
ま
っ
た
。
前
年
度
八
一
千

一
民
話
水
、
そ
れ
が
ま
た
八
月
末
か
ら
の
一
橋
本
建
設
大
豆
が
視
察
の
た
め
来
浜
し
一
と
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。
私
の
心
は
と
一
五
百
万
円
、
磯
小
は
第
一
期
工
事
が
釆

そ
れ
は
こ
と
し
の
夏
も
終
っ
て
、
は
一
自
分
達
一
人
一
人
の
生
面
は
、
必
ら
ず
一
そ
の
当
時
と
今
と
ど
れ
だ
け
変
っ
て
い
一
ワ
ン
カ
の
被
告
百
に
も
通
じ
て
い
る
わ
け
一
た
。
一
た
ん
に
曇
っ
た
。
こ
の
前
あ
ん
ば
さ
九
一
月
か
ら
は
じ
ま
る
予
定
、
私
一
遂
の
可
鑓

つ
秩
の
朝
、
軟
に
入
っ
た
ば
か
り
の
雲
一
他
の
一
人
一
人
の
器
官
つ
な
が
っ
て
一
る
だ
ろ
う
か
。
需
の
後
進
性
を
打
開
一
で
あ
る
。
谷
隊
地
区
佳
一
一
土
ハ
年
の
台
一
私
達
は
こ
の
好
機
を
と
ら
え
、
実
情
「
と
い
う
ろ
う
習
は
一
切
根
絶
す
る
と
い
一
い
い
子
供
達
は
ま
た
町
の
大
切
な
後
継

一
つ
な
い
よ
く
晴
れ
た
朝
で
あ
っ
た
。
一
お
り
、
共
通
の
基
盤
に
立
っ
た
社
会
を
一
す
る
商
が
挙
げ
ら
れ
て
か
ら
随
分
久
し
一
風
で
も
や
ら
れ
、
乙
ん
ど
で
二
度
目
で
一
を
訴
へ
強
く
際
慣
レ
た
。
倒
れ
呉
依
化
一
う
こ
と
で
、
組
合
も
会
賞
固
く
決
意
し
一
者
で
も
あ
る
。
未
来
に
生
き
る
人
間
像

私
は
一
人
庭
に
下
名
。
清
く
澄
ん
一
離
れ
て
偶
人
の
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
一
い
け
れ
ど
、
果
し
て
ど
れ
だ
け
進
歩
し
一
あ
る
。
署
員
富
上
げ
を
や
れ
ば
一
す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
毒
っ
て
い
る
一
た
は
ず
だ
が
、
一
体
ど
己
た
こ
と
だ
一
は
事
り
も
祝
福
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

だ
は
っ
務
室
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
主
主
で
あ
る
一
。
例
え
ば
舎
の
道
路
が
一
た
で
あ
ろ
う
か
。
一
防
げ
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
が
で
一
海
の
重
は
大
分
進
ん
で
き
た
の
で
一
る
つ
。
老
い
て
ゆ
込
書
と
若
い
子
一
示
。
ま
た
季
語
績
に
災
害

ん
と
な
く
身
も
心
も
揺
れ
る
よ
う
な
一
そ
う
で
す
、
子
供
を
通
わ
せ
る
学
校
一
事
前
に
し
主
ハ
月
二
十
九
日
未
明
一
き
な
い
の
で
あ
ろ
手
、
一
体
政
治
は
一
こ
れ
で
川
の
系
議
さ
れ
れ
ば
、
主
弟
と
の
聞
の
断
層
を
埋
め
よ
き
後
継
者
五
住
め
る
蓄
え
議
長
っ
て
お

す
が
す
が
し
さ
露
じ
た
。
そ
し
て
恩
一
が
芋
つ
で
あ
る
。
乙
つ
い
う
一
社
会
的
ま
一
号
台
風
の
た
め
徹
暮
戒
を
続
け
で
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
こ
れ
は
少
し
大
一
号
町
も
を
な
る
だ
ろ
う
と
号
。
一
喜
て
て
ゆ
く
と
い

2と
は
、
い
一
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
九
月
の
定
員

っ
た
。
量
産
臼
こ
ん
な
需
主
一
落
語
に
共
通
な
も
の
、
裂
の
二
い
た
役
場
の
対
策
本
部
へ
語
用
増
一
げ
さ
だ
が
幾
度
無
へ
陳
債
し
で
も
二
フ
一
そ
れ
に
し
て
も
防
災
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
一
つ
の
世
代
で
も
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
一
会
に
無
線
広
報
施
設
の
予
算
露
出
し

き
れ
た
安
}
ん
な
に
奉
わ
せ
で
あ
ろ
一
致
す
る
も
の
。
震
い
換
え
れ
ば
国
民
の
一
水
の
た
め
谷
際
地
区
浸
水
、
会
議
一
チ
が
あ
か
な
い
。
私
達
の
非
力
の
放
で
一
弱
い
の
で
あ
ろ
よ
。
一
放
溶
な
少
数
の
ボ
ス
を
な
ん
と
か
し
一
た
。
随
分
早
く
か
ら
構
想
じ
で
は
持

品
名
し
か
し
現
実
は

5
2一
語

、

知

事

震

を

で

き

だ

一

♂

一

川

一

料

開

hJJJ::

ぷ刃向、
J
J
¥緒

川

一

一

先

Z
E
a
sぃ一
で
な
く
さ
な
く
て
は
と
考
え
な
が

8
一
っ
て
い
た

2
i
tた

う
。
果
し
て
個
人
の
一
人
一
人
が
毎
日
一
盟
主
管
て
ゆ
く
、
こ
れ
皇
内
ぷ
:
…
議

UL--5w-?泊
五
一
っ
て
い
た
。
「
私
の
万
五
五
く
と
、
守
か
ら
顔
見
知
り
の
友
人
に
一
京
長
力
し
て
色
い
露
に

朝
黒
星
て
事
事
し
い
言
語
で
あ
り
、
前
政
で
な
日
ば
な
ら
一
仏

3
…??感
~JJUuhJ¥一
dyihJLrJふ議
山
一
五
つ
雲
、
そ
の
初
五
一
つ
は
補
強
一
会
っ
た
。
そ
ζ
で
ま
た
号
が
で
た
。
一
放
送
釜
き
て
非
常
の
署
員

な
っ
て
お
る
だ
ろ

3星

雲

一

な

い

。

一

一

主

二

一

¥

¥

一

日

片

山

一

一

一

一

…

側

一

点

1
5
7
2
4っ

て
き
て
い
る
が
一
面
辞
下
の
議
へ
ゴ
ミ
が
え
ど
一
災
、
台
風
、
患
の
震

z

iじ
て
お

z
iづ

一

従

っ

て

町

蓄

を

担

当

す

る

私

と

れ

川

一

一

十

数

ム

-Jよ
ゆ

一

号

い

か

;

ぃ

、

iん
争
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
観
光
地
が
一
内
に
譲
す
る
あ
の
も
の
で
君
。

何
時
訪
日
告
一
新
日
経
伝
説
日
付
一
川
ぷ
ふ
一
一
欄
川
川
一
一
欝
》
一
日
程
抗
告
は
一
♂
時
計
て
れ
町
一
一
時
間
何
十
時
暑
い

持
一
世
り
η
一
駐
日
持
層
材
料
一
円
ぶ
ゲ
一
¥
鱗
畿
日
一
関
長
抗
告
言
語
能
一
翌
日
持

職
業
に
し
て
も

2
2
f一
て
い
る
。
し
七
現
実
は
と
ふ

474TJJULYJJ藤
議
鱗
麟
鞍
離
鱒
藤
一
ま
で
困
難
案
り
超
え
て
前
進
し
な
け
一
夏
い
い
子
供
遂
の
室
、
言
げ
る
よ
一
れ
も
と
一
構
一
想
段
差
い
が
、
重
富

れ
主
主
生
甲
斐
の
あ
る
仕
事
喜
一
を
に
援
は
深
い
。
一

%
J怖か
J
J駿
議
離
盤
機
購
加
一
れ
定
ら
な
い
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
若
言
葉
が
依
然
と
て
一
後
を
断
た
な
一
に
し
か
も
堅
実
に
、
一
主
要
で

っ
て
お
る
か
ど
手
。
家
庭
は
平
和
で

O震
の

室

長

一

機

ju犯人♂山九
υ
一γハ

パ

ハ

鶴

鱗

麟

鱗

舗

の

一

逮

に

著

ら

れ

た

大

き

な

義

警

あ

る

一

い

。

一

ゆ

く

つ

も

り

で

あ

る

@

子
供
は
元
気
で
学
突
通
っ
て
お
る
か
一
「
震
の
松
の
林
の
蔭
の
容
量
一
円

-
J
M
L
h一
審

盤

機

型

選

マ

一

か

ら

。

一

他

人

の

議

に

な

る

こ

と

を

し

な

い

と

一

先

日

水

喜

一

塁

要

望

一

5

i
o
p、

或
は
思
議
に
一
言
小
一
慢
に
い
て
、

2
2
i
¥山一
二

十

論

議

輪

開

臨

場

一

O
な

き

に

て

一

主

主

義

の

信

条

が

一

人

一

人

の

一

築

の

裏

張

れ

た

が

問

書

何
一
つ
史
は
な
い
か
。
そ
己
主
一

2段
、

Z
E
D
-よ

ね

二

子

窓

…

磯

議

離

現

一

正

八

月

の

言

あ

づ

た

0
1
2
Eっ
か
を
下
す
の
は
何
一
で
は
一
一
平
一
年
の
開
設
待
望
一
軍
万
'

訳
出
指
定
書
郡
山
初
一
三
人
前
一
様
機
轡
一
臨
時
即
時
背
信
一
十
一
日
日
日
明
日
一

主
突
し
た
管
の
告
が
積
み
重
な
一
と
い
い
、

fか

や

一

蓄

が

引

い

J
Y
M
b
J心

川

梢

議

《

一

定

さ

れ

た

た

め

、

と

E
状
況
を
知
一
私
書
慣
習
か
タ
語
っ
た
よ
う
一
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
品
目
一

つ
て
は
言
語
す
べ
き

i一
時
つ

z
i
g
-
-山

露

戦

紅

紛

機

騒

灘

一

っ

て

対

策

専

る

必

要

が

あ

っ

え

で

去

し

か

し

思

い

i
v
i
a量

る

お

ふ

た
と
い
品
終
の
宮
、
神
に
掲
げ
一
ひ
で
あ
時
議
議
し
警
の
夏
山
バ
♂
総
総
際
機
鱗
機
ム
き
一
ら
で
あ
る
。
晴
れ
た
夏
の
靭
は
気
持
が
一
視
す
る
な
ら
ば
強
い
重
量
の
一
号
。

5た
成
長
発
展

2
一

員

2く

の

で

は

な

か

ろ

え

は

お

ろ

お

き

ょ

議

長

r

三
九
一
日

vJl総
点
喜
一
九
件
~
減
た
許
可
。
波
は
四
黙
で
ま
ぶ
し
出
ど
の
一
時
湧
い
て
く
る
の
を
号
。
一
ま
す
ま
す
助
長
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
一

一

』

一

w
山
中
小
松
一
一
九
九
人
減
;
発
ハ
一
ふ
れ
龍
一
ふ
み
さ
一
君
主
フ
キ
一
ブ
と
反
射
し
て
い
る
。
な
一
そ
れ
は
何
人
も
防
げ
る
こ
と
の
で
き
一
一

山

片

山

口

当

日

い

い

=

室

詰

均

一

三

一

一

一

一

叶

引

い

忘

九

一

山

一

¥

誠

一

小

川

内

総

一

控

訴

山

市

立

ぃ

同

時

訴

訟

訪

れ

れ

訪

れ

し

い

れ

一

t
U
5
2
2
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l
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j
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!
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j
j
j
j
j
i
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J
l
一
研
の
建
設
も
順
調
で
あ
る
o

鹿
島
鉄
道
一
で
は
な
い
。
聖
地
域
開
発
議
開
一

ヌ

着

は

間

を

車

打

と

一

る

州

一

-

-

h

h

l

!

-

こ
の
よ
う
な
盛
り
沢
山
な
事
予
定
一
も
で
き
る
な
ら
阜
く
土
地
交
渉
に
入
り
一
発
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
開
発
、
合
一

パ

二

円

L
T
E
Z
…

一

第

三

田

磯

節

ま

つ

り

τな
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
磯
節
一
た
い
と
建
設
公
団
か
ら
い
っ
て
き
主
翼
の
暴
投
れ
て
い
る
の
主

ソ
ル
忠
山
注
目
が
か
…
一
さ
わ
uuujMhu

ド一11日
次
の
蓄
に
よ
っ
一
別
別
訪
れ
持
拡
同
一
続
財
対
日
注
目
見
付
民
間
投
げ
は
一

ノ
迂
設
海
ず
夏
員
望
砂
仰
な
と
行
事
の
一
つ
と
し
て
商
業
振
興
と
磯
節
一
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
ど
り
な
が
良
レ
l
Rい
た
し
ま
す
か
一
き
た
。
夏
海
バ
イ
パ
ス
は
第
一
期
工
主
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
一

j
遁

惜

僅

阿

部

A
ト
閣
制
対
…
一
普
及
震
を
兼
ね
高
節
ま
つ
り
も
皆
一
て
磯
節
パ
レ
ー
ド
一
百
(
前
夜
一
ら
御
希
望
号
は
習
っ
て
参
加
さ
れ
盛
一
が
管
、
第
二
期
工
事
に
入
ら
ん
と
し
一
私
達
は
す
が
す
が
し
い
朝
が
い
っ
と

ぎ
ζ

回
目
よ
線
施
。
日
制
問
し
過
に
川
一
様
の
御
協
力
に
よ
り
年
々
充
実
し
て
ま
-
祭
)
三
日
(
本
祭
)
一
大
な
パ
レ
ー
ド
に
い
た
し
、
防
を
あ
げ
一
て
お
り
、
大
洗
l
友
部
線
も
こ
と
じ
か
一
一

語

請

時

間

模

討

ω
で

」

開

慨

。

…

一

い

り

ま

し

た

。

一

で

τ一二一
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広
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Ylド
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7て

zの
お
妻
祭
り
足
に
い
見
た
し
主
た
い
2とお
苦
も
いL一らら義鱗誇警L筆揖替季留享手す
Zる。
国
震
県
霊
道
語
はi一
コ
る
ゑ
か
と
毒
待
つ
ぞ
て
お
若
る
だ
吉
け
で
な
守
く
、
」
一
て 刷

遁
一
=
一

O

5

装

い

3

、
乱
払
洗
wう
つ
;
刷
一
い
2よい
2よ今金年も暴第璽一面一邑闇磯撃節まきつ一で言一コ三一ニ一、竜需殉ハパ-レ
YIド
f
百
(
宙
前
夜
丁J
品す

zの
で

E町
民
量
皆
さ
え
ん
方
宮
の
心
か
ら
の
一
度
塁
し
が
つ
い
ち
で
、
い
よ
い
百
も
早
〈
実
現
す
る
よ
っ
稔
題
提

国
向
田
制
闘
一
問
団
則
蹴
砧
一
一
一
ぃ
…
一
り
を
実
施
す
る
こ
と
足
り
ま
し
た
。
一
祭
)
一
一
百
宏
君
一
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
よ
室
、
室
と
下
水
量
俄
で
あ
る
一
ヵ
し
よ
う
。
そ
と
て
み
ん
な
一
し
ょ

陪
た
路
い
延
国
せ
観
て
で
蜘
一
ざ
る
九
週
一
十
一
臼
磯
節
ま
つ
り
実
行
一
四
、
小
中
学
生
鼓
笛
隊
、
、
プ
ラ
ス
パ
ン
一
雨
が
降
れ
ば
浸
水
し
、
若
気
に
な
れ
一
に
カ
を
合
せ
大
淡
町
山
の
明
る
い
未
来
を

呈

2
5
2
5
2主
主
主

ZEE-EZag--zE-E25-ZEE-域
一

委

員

会

を

町

役

場

で

開

催

し

、

来

る

十

ド

二

一

一

日

(

浴

祭

)

一

は

ひ

ど

い

ほ

ζ
り
、
こ
れ
を
何
と
か
問
中
一
築
い
て
ゆ
rvっ。

す
が
す
が
し
い
朝
は

第 40号

い

つ

来

る

で

あ

ろ

う

か

Z

一
一
一
喜
一
一
一
一
一
一
一
一
=
=
一
築
こ
う
大
洗
の
未
来
一
一
一
一
一
一
一
一
一
室
一
一
一
一
=
一
一
=
一

町

畏

力日

藤

清

し、らあおお

県下ーを誇る

( 1 ) 



= 吉

室教
日
ム
首
"

t

i

F

h

J
、

川

l

i

 

q
u

匹
、
』
ノ
刷

用

4
4

州
町
立
第
一
中
学
校
司
百
万
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク

y
1ト
四
階
建

m
A
H
t
酬
の
防
車
回
数
窪
の
建
設
一
(
民
A
3
)
級
防
音
工
事
で
、
総
面
積

年
一
」
川
は
、
す
で
に
震
レ
一
二
、
七
七
九
平
方
米
(
八
四
一
坪
)
の

1
一
-
州
た
第
一
期
工
事
普
通
一
当
町
は
じ
ま
っ
て
以
来
の
デ
ラ
ッ
ク
ス

4
一冨言語
m
Z
Z
E
E
-
制
数
室
十
二
、
鉄
筋
コ
一
な
も
の
で
す
。
完
成
は
四
年
三
月
一
杯

和
一
ジ
ク
D
lト
造
長
一
隠
建
)
に
引
き
つ
一
の
予
定
で
す
。
旧
校
舎
は
取
乙
わ
さ
れ

昭
一
づ
き
、
第
二
期
工
事
と
し
て
の
事
業
は
一
ま
す
が
生
徒
が
勉
強
す
る
君
主
(
主
ハ

一
国
の
審
査
の
上
本
主
筆
り
と
な
hu、
去
一
室
)
は
別
に
校
庭
内
に
プ
レ
ハ
ブ
の
仮

る
八
月
三
十
一
門
昼
間
負
入
札
が
行
わ
れ
一
設
教
室
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
建
物
の

第
一
期
工
事
に
つ
づ
い
て
鹿
島
建
設
株
一
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

式
会
社
が
請
負
い
、
す
で
に
九
月
一
日
一
普
通
教
室
一
四
釜
一

に
着
工
し
ま
し
た
。
総
工
事
終
八
千
五
(
第
一
期
完
成
分
十
二
室
と
合
せ
て
一

( 2 ) 

第一

一
期
工
事
に
入
る

工
費

八
、
五

O
O万
円
で

らあお第 40号

計
一
王
ハ
室
)

特

別

教

室

田

釜

図
脅
釜
、
校
長
室
、
保
健
窓
つ
宿
直

窓
守
湯
沸
室
、
職
員
窓
寸
用
務
員
室

放
送
室
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
各
一
室
づ
っ

こ
の
ほ
か
館
所
五
塞
が
建
て
ら
れ
ま

す
)(

写
真
陸
一
議
後
の
一
中
防
音
教
祭

右
側
一
一
階
建
が
議
し
た
第
一
期

分
左
側
四
階
建
が
第
二
期
工
事
分
〉

大
洗
パ

非情災害や

行政の連絡に

イ

ス
道
路

無線広報装置を新設

六
洗
浴
の
進
捗
、
大
関
除
研
の
実
現
ぅ
、
地
主
の
皆
様
方
を
は
じ
め
町
民
皆

年
む
と
に
累
増
す
る
観
光
客
の
来
訪
と
様
の
心
か
ら
の
御
協
力
を
切
に
お
願
い

町
内
の
交
通
量
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
申
上
げ
ま
す
。

〆
こ
と
に
海
水
浴
の
最
盛
挙
の
混
乱
は
皆
(
図
は
新
設
道
路
の
計
画
附
図
)

さ
ん
御
承
知
の
通
り
で
す
。

町
で
は
早
く
か
ら
こ
の
対
策
を
検
討

し
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
県
道
大
洗
パ
富
町

イ
パ
ス
線
の
新
設
事
業
が

t

実
現
す
る
こ
と
に
決
ま
D

ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
大

洗
保
健
所
前
一
級
国
道
第

五
一
号
線
を
起
点
と
し
、

磯
浜
町
の
北
部
(
山
手
)

を
迂
凶
縦
断
し
て
、
十
ハ
洗

海
岸
に
至
る
幹
線
都
市
計

回
街
路
で
、
延
長
二
、
四

五
O
米
、
瞬
間
四
十
六
米
の

も
の
で
す
。

用
地
買
収
に
着
手

昨
年
度
よ
り
用
地
の
買
収

を
は
じ
め
‘
本
年
度
中
に

金
山
川
地
め
買
収
を
完
了
し

問
年
度
か
P

り工市
F

に
諸
手

す
ゐ
vγ
定
で
あ
ハ
リ
ま
す
。

町
の
発
展
の
た
め
一
白

も
早
ノ
ム
盟
問
で
主
ま
す
よ

大
鎗
ヨ
ル

7

・

ダ

t

?

r

 

u
島
、
λ

町
か
り
町
民
の
償
え
瓦
に
お
知
ら
せ
一
機
関
士
一
一
カ
所
に
設
寧
レ
、
十
五
W
の

す
る
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
一
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て

な
か
で
も
魯
を
要
す
る
火
災
や
舟
鼠
一
屋
外
に
放
送
さ
れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
周

高
波
、
高
潮
な
戸
券
常
災
害
発
生
の
場
一
囲
十
二
百
米
四
万
に
と
P

で
f
Eに
な
る
一

ム日
L
は

、

町

内

く

ま

な

く

グ

ュ

ジ

速

に

一

予

定

で

す

。

一

通
報
周
知
す
る
こ
と
は
一
は
ん
麗
姿
な
一
そ
し
て
年
次
計
画
を
も
っ
て
年
々
ス
一

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
い
ま
ま
で
乙
フ
し
一
ビ
ー
カ
ー
の
設
償
カ
所
を
猶
や
し
、
将
一

た
場
合
L
は
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
わ
レ
て
一
来
は
少
く
も
五
十
忍
防
ぐ
ら
い
設
置
し
一

火
災
の
発
生
な
ど
は
急
報
し
て
い
ま
し
一
邸
内
の
す
み
ず
み
ま
で
放
活
で
き
る
よ
一

た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
内
容
が
さ
一
う
に
し
た
や
と
考
え
て
い
ま
す
。
一

っ
ぱ
り
分
ら
ず
大
変
困
っ
て
お
っ
た
こ
一
ま
た
こ
の
受
話
装
鐙
は
、
災
害
時
の
一

と
と
思
い
ま
す
。
町
で
は
か
ね
て
か
ら
一
停
電
に
そ
な
え
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
化
一

何
か
よ
い
方
法
は
な
い
世
}
い
ろ
い
ろ
一
さ
れ
た
消
費
電
源
の
も
っ
と
も
少
な
い
一

検
討
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
一
機
器
を
用
い
、
予
備
電
源
の
装
置
を
ほ
一

最
も
効
果
的
に
広
報
活
動
の
で
き
る
装
一
ど
ち
、
自
動
的
に
働
者
広
暫
さ
る
一

置
と
L
て
無
線
に
よ
る
放
送
設
備
を
新
一
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

ζ
の
施
設
は
悲
常
災
害
の
ほ
か
、
町
一

ζ
の
無
線
広
報
装
置
は
、
電
波
法
に
一
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い
一
釘
政
一

よ
っ
て
六
、
コ
一
一
語
。
と
さ
主
上
の
連
絡
、
緊
急
を
要
す
る
こ
と
な
ど
一

五
M
Gと
の
こ
務
長
用
と
し
て
盟
そ
の
都
霊
要
に
応
じ
、
い
つ
で
も
放
一

一
送
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
回
覧
一

当

て

ら

れ

て

い

ま

す

が

、

こ

の

電

波

の

一

一

一
や
町
報
な
ど
同
で
み
る
も
の
の
ほ
カ
一

使
用
許
可
を
貰
い
役
場
庁
品
目
L
燈
か
れ
一

7

一

一
耳
伊
通
し
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
で
一

る

放

送

局

(

送

信

機

)

よ

り

町

内

の

主

一

一

一
き
る
わ
け
で
一
す
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
無
一

宙

実

箪

防

に

設

賀

さ

れ

る

受

信

装

置

(

拡

一

一

一
線
放
送
装
置
は
、
町
と
住
民
と
の
間
に
一

声
機
)
に
よ
っ
て
事
ん
に
知
ら
せ
る
一
あ
っ
て
極
め
て
妻
な
役
割
棄
し
町
一
衛
生
セ
ン
タ
ー
建
設
謹
む

乙

と

に

な

り

ま

す

。

こ

の

受

信

装

置

に

一

-

つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
町
内
各
地
人
数
五
震
に
多
く
の
貢
献
を
す
る
こ
と
と

多
く
偉
く
こ
と
が
理
想
で
あ
り
-
ま
す
が
一
期
符
υて
い
ま
す
。

前
の
財
政
事
情
も
あ
り
ま
す
の
で
、
乙
一

と
し
は
取
り
あ
え
ず
、
各
消
防
団
詰
所
一

轡
察
箸
お
よ
び
漁
業
組
合
な
ど
の
公
共

現
在
、
授
業
緩
慢
上
特
に
機
械
の
効
卒

一
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
道
路
整

一
備
の
早
期
実
現
を
図
っ
て
ほ
し
い
と
の

一
意
向
が
強
い
と
嘉
仔
に
、
こ
の
事
業

一
は
関
係
農
家
か
ら
大
変
盟
百
ば
れ
て
い
る

一
今
ま
で
は
、
こ
の
道
路
が
坂
道
で
あ

一
る
た
め
、
雨
が
降
る
た
び
路
一
郎
の
土
砂

一
が
流
れ
燦
耕
用
の
取
が
交
通
不
能
と
な

一
る
を
も
あ
り
、
岱
罷
卒
を
低
下
さ

一
せ
て
い
た
が
、
舗
装
工
事
完
成
後
は
崩

一
れ
た
幻
、
滑
る
心
配
が
な
く
な
り
農
作

一
業
の
能
率
が
グ
ー
ン
と
向
上
し
、
働
き
簡
易
舗
装
立
派
に
完
成
し
た
組
問
道

一
因
坊
く
な
っ
た
と
麹
克
明
」
は
い
っ
て
い
る
考
T
の
坂

一

町

讃

の

舗

装

化

す

す

む

延

長

九

袋

、

面

積

七

五

菜

一
年
度
内
に
十
一
ケ
所
完
成
一
六
、
一
義
第
一
暴
露
山
地
内
)
延

一

一

長

一

一

〔

む

米

、

面

積

九

五

翠

米

一
町
の
進
燥
に
伴
い
道
路
の
務
備
は
俊
一

一

一

合

計

延

長

二

、

八

一

三

米

、

面

積

一

一
先
し
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
D
ま
せ
一

一

一

豆

、

三

一

0
平
米

一

ん

。

一

一
民
主
る
国
道
、
重
壁
面
的
一
な
お
十
月
以
降
に
撲
の
基
の
富

一
に
舗
装
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
年
度
一
の
舗
警
護
す
る
主
で
す
。
こ
れ

一
か
自
暴
君
五
カ
年
一
菌
室
て
一
と
併
官
、
町
内
幹
線
裂
の
盤
の
鎌

一
第
一
年
度
の
こ
と
し
は
、
夏
前
に
次
の
一
逐
次
実
現
を
図
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く

一
六
本
の
町
道
の
舗
装
を
完
了
し
ま
し
た
一
り
に
努
力
し
ず
ゆ
き
ま
す
。
町
民
一
皆
さ

二
、
観
光
ホ
テ
ル
前
t
桜
道
2
新
道
一
ん
方
の
御
協
力
を
お
願
い
い
字
主
$
3

す
す
み
、
す
で
に
浄
化
構
(
第
て
第
一
(
髭
築
地
内
、
延
長
七
五
回
米
、
面
一
本
年
度
内
実
施
計
図
書

ニ
)
の
完
成
を
み
ま
し
た

Q

明

年

コ

亘

書

千

平

米

)

一

一

、

著

書

道

路

、

延

長

約

二

8

宋
ま
で
に
は
全
工
事
訓
告
成
し
、
い
よ
二
、
磯
浜
地
区
一
冗
一
丁
目
、
二
丁
目
一
米
、
面
積
約
八
(
当
宅
刀

い
よ
議
す
る
こ
と
に
な
る
見
事
主
上
替
、
延
長

E

主
一
考
閲
積
一
一
一
一
二
‘
新
町
地
内
道
路
、
延
長
約
一

0
0

二

九

七

平

米

一

米

、

間

積

約

四

0
0平
米

一
一
一
、
釜
屋
分
百
脇
t
永
町
海
出
陣
道
路
、
一
一
二
、
坊
主
畑
地
内
道
路
、
延
長
約
一

O

延
長
四
八
六
米
、
面
積
三
、
二
三
二
一

O
米
、
面
積
約
四
Q
U平
米

平

米

一

四

、

明

神

町

上

通

り

道

路

、

短

長

約

四

四
、
大
翼
線
障
道
路
(
猿
田
横
を
合
一
五
O
米
、
面
積
約
二
、
四
七
五
平
米

む
V
延
長
四
一
一

σ米
、
面
積
一
寸
八
一
五
、
砂
町
道
路
(
国
際
補
助
事
業
〉
延

玄

六

平

米

長

約

六

五

O
米
、
面
積
約
一
二
、
支
七

五
、
第
二
分
団
詰
所
前
t
海
岸
道
路
、
五
ギ
米

脇
田
地
底
字
大
掘
に
建
塾
中
の
符

生
セ
ン
タ
ー
砂
市
』
の
後
順
調
に
工
事
も

地
元
地
主
の
協
力
で

自
動
車
が
走
る
/

農
道
拡
巾
改
良
工
事
進
む

娘
道
長
岡
、
大
洗
線
の
沿
道
南
松
川
帽
完
成
す
る
予
定
で
す
。

部
落
か
ら
、
東
側
高
台
の
畑
地
帯
に
遇
一
拡
隠
改
良
工
事
完
成
後
は
、
テ
l
一フ

Zハ五
O
米
露
一
妻
、
関
係
壁
一
ー
は
も
去
ん
小
型
自
動
員
震
ま

の
積
極
的
な
協
力
に
よ
D
、
需
工
事
す
は
通
事
き
る
よ
主
立
派
な
道
路

が
実
現
し
ま
し
た
。
一
と
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
道
は
、
今
ま
で
平
均
幅
一
・
四
一

米
で
傾
斜
室
長
道
も
あ
っ
て
人
の
玄
欄
鶴
鱗
織
繍
織
機
議
rkfh
ア

背
に
よ
っ
五
運
ん
だ
り
、
舎
な

iA議
機
警

チ
ャ
カ
ー
な
ど
が
苧
フ
じ
て
遜
行
で
き
一
一
f
一
一
、
沿
線
機
議
線
開
約
一
夫
7
T
の

摂

戸
時
間
約
刊
し
れ
い
れ

H
r
長
紘
一
mm尚
一
一
農
道
舗
装
完
成

ろ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
地
元
に
と
っ
て
融
機
人
口
い
一
総
織
機
一
農
作
業
の
能
率
向
よ

は
筆
一
室
襲
用
の
基
幹
吐
露
で
も
あ
一
鵜
線
機
騒
肘
絞
ら
川
沿
京
総
欝
一

一
撃
鶏
鱗
八
十
必
示
。
」
驚
一
町
当
局
で
は
、
撃
の
振
興
を
図
る

る
の
で
、
乙
の
た
び
趨
冗
の
関
係
者
が
一
瞬
縦
機
騒
機
溺
♂
ら
へ
九
三
吋
糠
麟
wm
一

一
鱒
欄
繍
翻
融
制
泌
制
税
総
符
亡
ー
が
鞠
糊
一
た
め
、
閥
均
撚
備
や
経
営
近
代
化
と
共

話
υ合
い
、
鱈
子
一
一
采
に
拡
隠
す
る
一
関
露
関
ん
~
鱗
瀦
鱗
ペ
バ
沼
期
観
一

こ

と

足

り

、

拡

幅

に

必

護

士

主

謀

総

よ

一

挙

戸

一

に

、

燦

遂

の

持

偏

な

ど

の

喜

一

霊

一
点
機
機
織
機
繍
現
金
鶴
一
し
て
い
る
が
、
本
年
度
は
じ
め
て
の
試

会
部
関
係
地
主
選
へ
躍
す
る
こ
と
一
一

J
4
3長
義
務
ユ
い
パ
A
V
4
4
一
み
と
し
て
、
神
山
町
の
季
袋
、
廷

と

な

り

、

こ

の

工

事

費

七

十

万

円

高

一

一

曇

一

六

O
米
露
道
舗
装
工
事
行
い

授
に
よ
っ
て
負
担
す
る
こ
と
で
、
九
百
一
島
崎
市
器
拡
制
改
良
工
事
一
八
月
に
完
成
し
た
。

月
下
旬
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
、
近
く
刊
現
場
回
鯛
出
家
で
は
、
機
械
古
川
一
が
導
入
さ
告
~

改

良

後

a葬

、ヤ
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町
営
プ
レ

ハ
ブ
佳
宅
相
つ
い
で
完
成

1

1

既
に
十
七
世
帯
が
入
居
l

i

本
年
度
計
画
の
釘
蛍
住
宅
は
、
大
震
十

地
区
前
原
団
地
に
八
一
戸
、
同
じ
く
角
}

団
地
に
九
戸
が
完
成
レ
志
し
た
。

い
づ
れ
も
構
造
は
、
簡
易
耐
火
平
家

建
ハ
箆
躍
は
住
宅
)
で
十
月
一
白
か
ら
十

七
世
帯
の
人
遣
が
入
住
し
て
い
ま
す
。

し、らあ

‘
・

l

す。

、
、
、
、
』
l

・
、
J

川
け
カ
し
ゼ

τー
ー

口

六

十

オ

以

上

上

ハ

十

五

オ

宋

織

の

方

-

i

L

V

・-‘

?
'
F
E
E
-
-
'
:
・

に

は

四

十

一

一

年

十

月

よ

一

り

同

年

十

二

月

d
fと
M
明
U
同

町

山

法

相

広

川

サ

静

ま

で

五

七

、

O-h一O
円
一
を
支
給
、
四
十

、王・
F

・41'~
・4・司・44
一-EUF

・Uz--

守

ι

1

1

一
号
一
月
よ
主
ハ
四
、
四
内
〔
肖
が
交

忍
治
安
等
D
攻

正

給

さ

れ

手

。

1
4
4
R
J
t」亡

(
-
I伊
山
旦
ハ
十
才
蚕
仰
の
万
に
は
四
十
一
年
十

第
五
十
一
国
会
に
お
い
ず
選
族
援
護
一
年
十
月
よ
勺
九
二
、

0
0
0一
円
が
支
月
よ
り
同
年
士
一
月
ま
で
四
九
、
布

δ

法
、
恩
給
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
給
さ
れ
ま
す
(
一
一
一
カ
月
繰
卜
一

)

C

円
を
支
給
、
四
十
二
年
一
月
よ
D
六

律
が
成
サ
亡
容
レ
た
。
皆
さ
ん
に
直
銭
口
六
令
オ
以
上
t
六
十
五
オ
宋
満
の
方
四
、
田
口
)
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

関
孫
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
改
正
の
要
点
に
は
四
十
三
年
一
月
よ
hu
九
二
、

0
0

右
の
改
正
は
金
額
改
訂
通
知
習
を
燥

を
次
の
と
お

D
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

Q
円
が
支
磐
C
れ
ま
す
(
六
カ
月
鵠
，
よ
か
ら
町
へ
町
宮
遺
族
に
交
付
与
存

す
。
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
D
宇

レ

及

び

掲

額

)

い

ま

ず

か

ら

、

役

場

か

ら

通

知

が

あ

っ

た
ら
役
場
厚
生
課
民
生
係
ま
で
間
い
あ
口
六
十
主
木
満
の
方
に
は
四
十
二
年
一
た
時
受
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

わ

せ

て

下

さ

い

。

月

よ

り

九

二

、

0
0
0円
が
支
給
さ
れ
公
務
扶
助
料

一
、
遺
族
館
金
、
遺
族
給
怠
金
等
の
増
ま
す
(
六
カ
月
繰
上
)
四
十
年
十
月
窓
給
法
の
改
正
に
よ
D

鎖

。

注

(

)

は

改

正

に

よ

り

一

繰

上

げ

ら

扶

助

潟

市

V
が
二
割
矯
額
し
、
そ
の
増
額

涜
族
年
金
等
の
明
暗
線
支
給
時
期
が
、
れ
た
同
級
で
す
。
分
を
年
齢
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
一
一
一
カ
年
計

年
齢
に
応
じ
三
カ
月
t
六

カ

月

繰

上

げ

遺

族

給

与

金

固

で

均

額

し

ず

必

く

こ

と

と

な

っ

て

い

ら

れ

ま

し

た

。

遺

族

給

与

金

は

、

四

十

年

十

月

か

ら

串

?υ
た
が
今
回
の
改
正
で
次
の
よ
う
に

遺

族

年

金

四

十

コ

ヰ

九

月

ま

で

の

支

給

額

は

、

そ

な

り

ま

し

た

。

口
七
十
オ
以
上
の
方
は
四
十
年
十
月
よ
れ
ぞ
れ
年
令
に
応
じ
、
遺
族
年
金
額
の
口
七
十
オ
以
上
の
方
は
四
十
年
十
月
よ

り
九
ニ
、

O
O
(肖
カ
支
給
さ
れ
ま
十
分
の
五
で
し
た
主
面
の
改
正
で
十

h
u金
額
支
桜
し
ま
す
。

す
。
(
改
正
な
し
)
分
の
七
の
額
に
引
き
あ
げ
ら
れ
次
の
よ
口
六
十
五
才
以
上
七
十
才
釆
満
の
方
は

〉
↑
口
六
十
五
才
以
よ

Lδ
オ
未
満
の
方
う
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
四
十
一
年
十
月
よ
り
金
額
支
給
す
る
こ

3
-
は
四
十
一
年
十
月
よ
h
u
九
二
、
只
出
口
六
十
廷
才
以
上
及
立
ハ
十
五
主
木
満
と
に
な
主
亡
た
(
一
一
一
カ
月
一
線
上
)

f
円
が
支
給
さ
れ
季

J
g一
カ
月
線
上
)
の
婆
子
の
方
に
は
‘
四
十
一
年
十
月
ょ
こ
れ
に
よ
っ
て
、
規
額
年
齢
制
限
の

E
ハ
十
五
主
需
の
妻
子
に
は
、
四
十
主
ハ
四
、
四
円
以
)
円
が
支
給
さ
れ
ま
綬
終
年
限
が
四
士
一
年
七
月
で
あ
っ
た

おお昭和4]年10J.J31目

も
の
が
四
士
一
年
一
月
差
額
を
支
給
日
よ
平
七
年
四
月
主
主
回
)
ま
で
慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
た
め
ま

さ
れ
る
ζ
と
に
な
h
u
ま
し
た
。
の
間
に
再
婚
し
一
、
間
期
間
内
に
そ
の
相
た
。
こ
の
改
疋
に
よ
h
u一
銭
別
弔
慰
金
に

二
、
遺
族
の
範
囲
の
拡
充
手
方
と
死
別
し
、
当
諺
賄
塑
別
の
「
岳
童
子
る
と
思
わ
れ
る
方
は
役
場
厚
生

従
来
一
戸
籍
よ
の
届
出
そ
し
て
い
な
か
に
復
レ
て
い
た
妻
、
ま
+
ほ
、
離
婚
に
諜
民
生
孫
へ
お
い
で
下
さ
い
。

っ
た
た
め
に
遺
族
年
金
等
の
知
遇
を
受
よ
る
婚
姻
の
解
消
と
同
視
す
べ
き
者
と
六
、
戦
傷
病
者
の
婆
に
対
す
る
特
別
給

げ
ら
れ
な
か
っ
た
遺
族
に
対
し
「
事
実
援
護
審
査
会
が
議
決
し
た
老
に
対
し
、
付
金
。

上
の
父
母
一
」
そ
認
め
、
該
当
し
た
場
合
遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
回
覧
に
よ
り
お
知
ら
せ
レ
子
υ
た
よ

は
市
慰
金
、
遺
族
年
金
等
が
支
給
さ
れ
り
ま
し
た
。
う
に
軍
人
、
第
属
、
潜
察
腐
の
方
で
回

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
四
、
不
具
廃
慌
の
成
年
の
子
に
対
す
る
和
一
一
平
八
年
四
月
一

B
に
お
い
主
第
五

口

事

実

上

の

父

母

の

条

件

扶

養

加

給

。

現

症

以

上

の

隅

陣

容

が

あ

っ

た

者

の

蓑

に

死
亡
者
が
勤
務
に
つ
い
た
当
時
生
計
従
来
、
公
務
扶
助
料
、
恩
給
等
で
成
対
し
積
別
給
付
金
(
十
万
円
)
が
支
給

関
係
が
あ
っ
た
者
で
、
そ
の
当
時
か
ら
年
に
達
し
た
方
の
扶
養
加
給
は
認
め
ら
さ
れ
る
乙
と
に
な
り
手
レ
た
。
一
ー
漁
業
の
後
継
ぎ
を
ー
と
い
ま
県
下
・
第
一
一
出
は
関
所
式
に
は
じ
率
白
、
大

死
亡
卓
宗
』
引
き
続
き
袋
計
関
係
が
あ
つ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
七
、
戦
傷
病
者
特
別
援
隷
法
の
改
定
。
一
の
漁
業
者
は
勿
論
会
国
の
漁
業
経
営
者
一
洗
町
水
産
業
の
現
況
に
つ
い

τの
講
話

た
者
、
か
っ
、
援
護
審
査
会
が
死
亡
者
成
年
に
達
し
で
も
不
具
廃
喪
(
精
神
病
口
特
別
援
護
法
に
よ
り
病
状
が
国
定
せ
一
が
血
眼
に
な
っ
て
若
い
漁
業
労
働
力
を
一
映
闘
鑑
賞
、
第
二
日
は
ロ
1
プ
の
結
び

の
死
亡
当
勝
死
亡
者
の
父
文
は
母
と
間
身
体
障
害
等
)
の
た
め
、
身
分
自
身
で
ず
湧
在
療
養
給
付
帯
ι
受
け
て
い
る
方
に
一
求
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
潔
一
方
の
実
習
、
レ
ク
レ
1
シ
ョ
ン
、
第
一
一
一

視
す
べ
き
者
と
議
択
し
た
者
ο

生
苧
υ
ず
な
ωけ
な
い
人
に
対
し
扶
養
加
つ
い
て
も
隊
一
管
年
金
又
は
障
害
一
時
金
一
擁
を
翠
蹴
す
る
な
か
で
、
本
町
で
は
漁
一
日
は
策
立
磯
崎
実
験
場
、
那
珂
湊
水
産

ロ

対

象

者

給

を

認

め

四

十

一

年

十

月

か

ら

支

給

さ

が

支

給

さ

れ

る

こ

と

に

な
D
手

υた
。
一
業
の
後
継
ぎ
を
育
成
す
る
た
め
、
県
下
一
高
校
の
見
学
、
県
の
細
密
讃
締
り
船
に

①
死
亡
し
た
者
の
死
亡
の
回
が
昭
和
二
れ
る
こ
と
に
な
り
手
レ
た
。
乙
の
改
訂
口
準
軍
践
の
方
で
従
翠
ハ
項
症
以
ょ
の
一
の
市
町
村
と
し
活
は
じ
め
て
の
試
み
一
乗
船
νて
、
漁
業
区
域
の
研
修
と
、
参

士
一
年
五
月
一
一
一
白
以
後
で
あ
る
場
合
の
請
求
は
役
場
』
行
な
い
ま
す
。
方
に
支
給
さ
れ
て
い
た
障
害
年
金
が
今
一
と
L
て
、
次
の
要
領
に
よ
只
漁
村
育
一
加
者
の
誌
も
が
真
け
ん
に
勉
強
し
、
漁

昭
和
二
士
一
年
五
月
一
百
に
お
け
る
継
五
、
特
別
景
益
支
給
範
屈
の
弦
大
。
回
の
改
正
に
よ
り
第
一
致
症
か
ら
第
一
一
一
一
少
年
震
学
級
を
開
設
い
た
主
亡
た
一
業
に
つ
い
て
の
知
識
を
ひ
ろ
め
、
閣
議

父
、
継
母
、
響
、
入
+
雇
摘
に
よ
る
従
来
、
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
符
警
の
方
に
つ
い
て
も
支
給
さ
れ
る
こ
一
(
一
〉
開
設
の
期
間
一
と
関
心
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
好
評
を

婆
の
父
母
等
。
別
弔
慰
金
(
三
万
円
)
の
支
給
範
囲
は
と
と
な
り
手
レ
た
。
一
自
問
組
四
十
一
年
八
月
二
十
四
日
一
は
く
し
ま
し
た
。

②
死
亡
じ
た
者
が
勤
務
に
つ
い
た
当
時
一
色
ぐ
限
ら
れ
た
方
(
本
町
で
四
十
名
〉
八
、
そ
の
他
。
一
至
同
八
月
二
十
六
日
一
参
加
し
た
研
修
生
は
勿
論
、
関
孫
者

に
お
け
る
父
又
は
母
の
配
偶
者
及
び
事
で
あ
h
u
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
ま
で
ち
準
額
民
の
範
囲
拡
大
(
満
州
学
徒
)
一
公
一
)
参
加
者
(
但
し
大
洗
一
中
)
一
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
学
級
は

実
上
の
懇
父
母
等
。
戦
死
者
の
公
務
扶
助
斜
、
遺
族
年
金
等
恩
給
扶
助
斜
請
求
期
間
の
時
効
、
引
揚
一
中
学
二
年
生
七
名
一
是
非
来
年
も
開
設
し
て
ほ
し
い
と
強
い

三
、
震
の
相
手
方
と
死
別
し
た
婆
の
蓄
を
受
け
る
遺
族
議
場
合
に
給
付
金
等
の
撃
が
あ
り
ま
す
が
で
一
中
学
=
一
年
生
十
九
名
一
重
品
る
な
ど
、
多
大
な
成
衆
議

戦
没
者
の
配
偶
者
の
う
ち
回
議
人
恩
お
い
て
、
戦
死
し
た
者
の
父
母
、
頭
、
〈
知
り
た
い
方
は
役
場
民
体
一
係
へ
お
い
『
計
二
土
ハ
各
一
め
ま
し
た
。

給
の
停
止
期
間
中
(
一
平
一
年
二
月
一
委
託
、
兄
弟
震
が
お
れ
ば
特
別
も
で
下
さ
い
。
会
一
)
議
室
町
霊
研
修
会
館

界
主
し
た
。

な
お
引
き
つ
づ
い
て
椀
町
町
内
の
家

庭
用
配
水
管
工
事
も
年
度
内
に
実
施
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
完
成

上
襲
撃
の
叙
覇
査
に
つ
い
て
一
調
査
雪
、
警
護
簿
と
を
照
合
し
一
し
手
と
、
滅
菌
さ
れ
た
き
れ
い
な
水

一
は
十
月
百
室
一
王
者
を
も
っ
て
一
議
の
階
級
が
決
め
国
へ
上
申
し
第
一
が
、
そ
し
て
安
心
し
て
管
え
る
恋
、

一
お
お
む
ね
終
了
い
た
し
色
た
。
つ
づ
一
制
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一

一
い
て
上
主
J

戦
没
雪
西
六
名
に
対
一
菜
、
新
関
紙
上
五
察
発
表
さ

一
し
近
日
中
に
調
査
を
行
う
予
定
で
あ
D
一
れ
た
戦
没
者
に
対
す
る
勲
箪
、
勲
記
等
一

一
ま
ず
か
ら
役
場
よ
h
u
の
通
知
に
よ
っ
て
一
物
件
の
受
領
は
、
苑
表
持
よ

D
半
年
位
一

一
調
査
に
術
協
力
下
さ
る
よ
う
お
顕
い
い
一
遼
五
ま
ず
か
ら
御
遺
族
の
方
は
御
了
京
一

》

一

た

し

ま

す

。

こ

の

上

申

宋

了

戦

没

者

の

一

下

さ

い

。

一

明
一
全
町
の
水
道
化
実
現
一

角

一

一

刊
一
祝
町
地
区
に
も
延
長
一

宅
一
当
町
の
上
水
道
事
業
は
、
昭
和
二
一
十
一
に
第
一
期
拡
張
事
業
(
総
事
業
鐙
二
、
一

軒
町
一
八
年
間
買
に
着
手
し
ず
以
来
、
順
調
に
一
八
九
一
万
円
)
を
施
工
す
る
こ
と
と
し
一

部
一
進
捗
し
、
こ
と
し
の
三
月
に
は
、
当
初
一
す
で
に
そ
の
一
部
と
し
て
、
初
町
地
内
一

凶
一
計
閲
さ
れ
た
工
事
の
全
部
が
完
成
し
ま
一
に
町
で
分
頴
レ
た
住
宅
用
地
を
は
じ
め
一

真

一

し

た

。

一

既

設

の

町

営

住

宅

、

町

立

初

町

小

学

校

三
こ
の
間
町
民
の
皆
様
か
ら
絶
大
な
御
一
所
在
の
案
審
お
よ
び
逐
次
新
設
さ

《
一
協
力
を
頂
き
心
か
ら
お
礼
申
よ
げ
ま
す
一
れ
る
予
定
の
各
施
設
な
ど
に
給
水
す
る

し
か
し
産
業
に
、
観
光
に
年
を
追
っ
て
一
た
め
の
夜
水
本
管
の
布
設
工
事
(
口
径

進
悶
聞
を
つ
づ
け
る
当
町
の
実
情
か
ら
、
一
一
五
Q
精
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
、
延
長
一

な
お
翠
南
拡
張
の
必
需
L
迫
ら
れ
、
町
九
六
一
米
、
工
事
録
一
、

Q
ハ
O
万
円

で
は
昭
和
四
十
一
年
度
に
お
い
て
、
更
一
定
六
喜
一
皇
室
、
八
月
一
百
に
完

戦
没
者
の
叙
勲
調
査

皆
き
九
の
家
庭
に
給
水
さ
れ
る
乙
と
に

な
D
、
よ

P
よ
き
生
活
を
つ
く
る
上
に

多
く
の
質
献
を
す
る
こ
と
と
患
い
ま
す

(
国
は
す
で
に
配
管
を
終
了
し
た
も

の
)

_.・ー
勺‘

，.;，/'・

見取図自己水本管布設第一鍛工事.' 県
下
に
さ
き
が
け
て

漁
村
青
少
年
特
別
学
級
開
設

若
い
力
で
「
大
洗
丸
」
舶
出
十
J

るノ・

老
人
ク
ラ
プ
の
活
動

大
蔵
会
(
会
長
、
佐
藤
留
七
氏
)

等
を
大
壁
に
作
り
、
町
内
の
小
中
伊
校

へ
寄
贈
さ
れ
宇
荘
。
ー
氾
滋
語
ほ
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
妻
¢
ん
方
的
雌
い

贈
り
も
の
に
感
潟
し
毎
日
の
納
摂
に
は

う
お
願
い
し
ま
す
。

松
寿
会
(
会
長
、
小
笠
も
と
民
〉

神
山
寿
会
(
会
長
、
穴
寅
箆
雄
民
)

み
ど
り
会
(
会
長
、
佐
々
川
久
太
郎

民
)

げ
ん
で
い
ま
す
。

右
の
大
賞
、
変
海
地
ぽ
の
卓
也
人
ク
一
フ

今
後
と
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
術
作
協
銅

に
つ
い
て
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
え
易
よ

プ
で
は
奉
仕
活
動
と
し
て
、
自
分
た
ち

の
手
で
み
-Pき
ん
、
は
た
き
、
ほ
う
き

原
研
の
職
員
用
住
宅

建
設
は
じ
ま
る

日
本
原
子
力
究
究
所
大
洗
(
究
)
の
一
は
六
一

C
が
完
成
す
る
予
定
判
ず
。
こ

職
員
住
宅
は
、
大
震
町
字
山
場
平
に
目
一
の
住
宅
の
完
成
に
伴
っ
て
、
-
札
即
日
白
黒
海

下
建
設
が
}
急
い
で
い
ま
す
。
こ
の
住
宅
一
村
か
ら
大
洗
(
研
)
に
泌
州
制
し
て
い
る

用
地
約
三
万
平
方
米
は
地
主
の
〈
迭
の
一
職
員
が
、
こ
の
住
宅
に
移
件
レ
τ
b
G

協
力
に
よ
っ
て
既
に
良
山
が
終
り
、
こ
一
こ
と
に
な
り
主
主
9
0

こ
か
ら
は
眼
下
に
大
平
洋
を
見
お
ろ
す
一
な
お
将
来
ζ
の
伎
宅
閥
均
L
兇
に
百

実
に
風
光
留
の
場
所
骨
子
。
来
年
の
一
数
十
戸
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
る
と
と
に

春
に
は
こ
こ
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
一
な
っ
て
い
ま
す
。

階
建
の
テ
ラ
ス
、
ハ
ウ
ス
九
棟
三
棟
一
(
写
真
は
工
事
現
場
)/ 



本
年
は
大
混
町
の
中
央
で
あ
る
氷
町
、
一
タ
四
区

箆
鐙
町
の
商
后
衡
を
診
新
す
る
r
ヲ
}
に
一
タ
五
区

な
hu
、
こ
れ
ら
商
后
街
伊
と
り
ま
ぐ
潔
一
松
ケ
丘
住
宅

演
の
変
犯
に
応
ず
る
体
制
を
撃
え
る
た
一
通
り
町
二
区

め
、
当
商
庖
街
を
構
廊
下
い
て
い
る
各
商
一
タ
一
一
一
区

后
の
現
状
を
明
確
に
担
握
し
て
各
商
后
一
新
町
一
の
一

に
共
通
す
る
問
題
点
を
発
事
レ
、
そ
の
一
タ
一
の
一
一

日

合

理

化

の

共

通

の

白

擦

を

設

定

す

る

こ

一

タ

一

一

の

一

3
一
今
年
の
稲
作
は
、
八
月
中
旬
ま
で
稲
一
ク
シ
カ
類
は
吸
汁
欝
虫
と
い
っ
て
、
と
に
歯
車
点
を
お
』
妥
が
ら
実
施
さ
れ
ま
一
h
7

一一宮一

居
住
適
し
た
臼
が
続
い
た
た
め
最
も
一
稲
の
茎
か
ら
穏
に
吸
い
つ
い
て
、
稲
の
す
。
実
施
期
間
は
九
月
よ
り
明
年
一
斉
一
タ
盟

1よ
く

一

時

誇

写

警

れ

て

い

た

も

一

養

分

を

吸

い

取

っ

て

習

し

て

し

ま

う

ま

で

に

零

J

い
た
し
ま
す
。
一
タ
五
の
一

々
一
の
で
す
。
と
三
郊
取
り
間
ぎ
幻
の
一
も
の
で
す
。
一
道
路
湾
ん
な
の
も
の
で
す
。
無
断
こ
れ
ら
震
調
牽
と
し
て
、
各
中
学
校
一
タ
六
区

ば
一
八
月
ポ
自
に
な
っ
て
、
ク
ン
カ
の
異
常
一
乙
の
徴
候
が
扇
町
山
れ
始
め
る
と
青
作
一
で
自
分
拶
干
に
使
っ
た
hu
、
不
法
占
用
一
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
貿
物
し
ら
ぺ
一

P

七
区

開
発
生
の
た
め
豪
の
害
虫
駆
除
の
懸
命
一
世
一
、
吉
で
富
に
第
換
し
一
を
し
た
色
ま
す
と
道
路
法
に
よ
り
笠
間
雲
の
協
力
で
通
行
義
察
ず
で
一
語
一
区

隈
↑
な
努
力
も
署
長
の
状
警
官
、
て
し
ま
い
ま
す
。
収
穫
目
前
に
し
て
の
一
貫
な
処
警
捜
げ
ま
す
。
一
に
窪
わ
れ
て
お
D
ま

す

@

一

タ

一

一

区

一
水
陸
稲
の
作
付
面
積
の
約
八
副
長
る
一
惨
状
筆
の
ほ
ど

Eょ
う
が
な
い
位
一
芝
、
道
路
法
第
一
一
平
二
条
(
道
警
一
皆
さ
ん
の
御
理
解
御
一
タ
一
一
置

す

繁

被

害

号

、

お

お

む

ね

孝

一

で

し

た

。

一

周

の

許

可

申

諮

)

の

手

続

長

そ

し

て

い

一

協

力

で

一

一
俵
余
の
米
が
減
収
と
な
D
、
損
容
額
は
一
事
い
県
当
局
並
び
に
関
係
機
関
の
適
一
な
い
人
は
、
至
急
に
道
路
管
護
者
で
あ
一
一

一
五
干
六
百
万
円
余
の
多
管
の
ぼ
る
見
一
切
さ
指
導
に
よ
り
、
そ
の
後
の
対
策
一
る
聖
に
許
可
申
請
の
手
続
き
が
さ
れ
一
日
赤
募
金
目
標
睡
蓮
一

、

一

込

み

で

す

。

一

も

順

調

に

進

ん

で

お

D
ま
す
。
一
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
白
書
室
に
つ
い
ず
ん
は
去
る
五
月
一
一

し

一

一

近

い

う

ち

に

概

要

審

立

合

の

上

で

一

斉

一

E
晶
内
の
嬰
員
さ
ん
、
あ
る
い
一

一

一

‘

‘

I
'

一
一
に
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
取
締
る
一
は
各
事
業
所
持
ι
通
じ
む
協
力
を
お
願
い
一

一

一

お

便

り

一

一

を

に

な

っ

て

い

手

の

で

、

念

の

た

一

定

し

、

お

か

望

も

ち

ま

し

て

十

月

一

一

一

l
i
l
i
-
-
1
1
j
l
r
l
i
l
i
-
-
1
1
1一
一
め
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ご
臼
現
在
日
擦
の
ニ
九
五
、
四
O
Q円一

一

一

一

の

額

に

達

し

串

?
Uた
。
乙
れ
も
ひ
と
え
一

l
一
台
風
四
号
の
災
害
復
旧
一
こ
れ
で
大
洗
町
に
は
九
つ
の
老
人
多
一
建
物
を
建
て
る
と
き
一
に
町
民
の
皆
様
方
と
奉
仕
者
で
あ
る
旦

一
菌
楠
で
麗
潜
水
路
な
ど
一
ブ
結
成
が
さ
れ
ま
し
た
。
一
正
し
い
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
一
震
各
位
の
深
い
倒
壊
解
と
御
協
力
主

一

一

十

月

十

七

人

は

、

芸

春

に

基

地

一

当

大

洗

凶

器

市

計

闘

区

域

に

指

定

一

警

の

乙

お

ら

感

謝

い

た

し

て

お

L

ち
一
歯
車
の
強
官
官
、
霊
の
一
区
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
待
望
の
義
人
一
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
蓄
積

f
F。
一

」
襲
、
か
ん
が
い
用
排
水
路
の
決
演
が
一
ク
一
フ
ブ
が
壊
さ
れ
る
予
定
で
す
よ
一

0
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
一
一
ぎ
以
上
一

2

3

-

一
番
に
発
を
ま
し
た
。
一
目
下
関
係
者
の
お
霊
会
民
一
の
講
を
建
て
る
と
き
は
、
要
経
由
一
こ
な
の
警
は
、
異
議
セ
シ

一
こ
の
う
ち
、
末
尾
に
記
警
た
第
一
て
お
D
辛
子
。
今
ま
で
大
き
な
地
域
は
一
し
て
県
知
事
免
襲
で
確
認
の
申
請
を
一
タ
1
施
設
の
拡
充
等
各
種
の
日
赤
事
業

お
一
査
か
議
助
金
を
も
ら
っ
て
復
旧
す
な
か
な
か
震
が
む
づ
か
し
か
っ
た
の
了
「
建
築
物
の
設
計
密
の
確
認
」
義
王
使
わ
れ
る
こ
と
足
っ
て
お
り
季

3
2
5
2。

一

で

あ

り

去

、

婦

人

会

、

書

、

一

宅

か

ら

工

警

は

お

て

Eぃ
。
一
募
季
五
い
た
町
内
及
び
喜

一
被
災
害
を
〆
揺
す
る
に
要
す
る
経
一
民
委
員
各
伎
の
霊
的
な
舞
力
に
一
な
お
、

5
5
2は

、
一
塁
の
と
お
り
で
あ
ま
。
し
か

一
察
一
カ
所
当
D
十
万
円
以
走
な
る
十
よ
っ
て
誕
生
の
運
び
と
な
り
厚
相
礼
町
の
建
設
課
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。
一
し
記
入
の
な
い
町
内
は
養
護
理
が
な

お
一
室
、
そ
の
工
芸
の
卒
五
パ
1
セ
一
申
し
込
げ
ま
す
。
一
「
正
し
い
手
続
き
を
し
て
、
法
宣
さ
れ
て
お
D
ま
せ
ん
の
で
、
重
ね
て
と

j
i相

当

す

暴

自

主

助

一

い

よ

い

よ

語

毒

害

し

た

一

合

っ

た

建

舎

建

築

Eし
ょ
一
勢
下
さ
る
よ
う
お
願
い
で
あ
げ
ま

一
傘
と
し
て
交
付
さ
れ
、
警
の
一
一
主
一
若
人
ク
ラ
ブ
の
速
合
組
織
を
結
成
す
る
一
う
」
一
す

4

一心引い

Wu--て高
さ
一
錯
誤
許
諾
一
時
代
の
移
喜
一
語

一

今

回

乙

の

補

助

霊

で

施

工

さ

れ

る

一

お

願

い

で

存

ま

す

。

一

り

こ

応

じ

て

一

μ
一
一
一
酔

石
量
定
次
の
と
お
D
で

す

。

一

'

一

i

、

一

目

隠

一

被

災

地

区

被

災

害

養

護

一

成

人

式

の

あ

知

ら

せ

一

中

央

商

事

診

断

の

実

施

7
査

一
ハ
メ
ー
ト
ル
〕
一
来
年
か
員
会
の
該
当
者
一
い
う
ま
で
も
な
く
普
は
観
光
と
漁
一

9

七
区

一
感
目
撃
露
関
水
襲
-
九
一
が
つ
ぎ
の
さ
つ
に
変
り
ま
す
一
業
に
よ
っ
て
発
展
し
て
妻
し
た
が
、
一
タ
八
の
一

一
廓
田
郷
谷
語
地
内

9

一
二
八
一
こ
れ
ま
で
の
成
人
言
語
去
一
一
室
、
寄
の
建
設
や
夏
最
重
タ
一

O
区一

一
神
出
重
量
内
農
道
一
一
一
一
一
空
白
か
ら
、
そ
の
年
の
一
月
十
五
路
若
心
と
し
た
都
市
詰
詰
開
発
一
三
-
の
一

一
。
一
日
ま
で
に
二
十
綴
に
達
し
た
も
の
」
を
一
計
図
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
当
町
西
一

9
-
一の一一

一

老

人

ク

ラ

ブ

一

一

一

一
一
対
象
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
一
庖
衡
を
と
り
ま
く
情
勢
は
大
き
で
変
化
二
丁
目
二
区

一
相
つ
い
で
誕
生
一
昨
年
お
こ
な
い
ま
し
た
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